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「
天
文
同
好
曹
」
の
紹
介

山
　
　
本
　
　
生

　
来
國
へ
來
て
か
ら
、
求
め
ら
ろ
」
衷
』
に
、
「
日
本

の
天
丈
學
界
」
「
日
本
の
天
文
史
」
「
日
本
の
天
文
蔓
一

「
日
本
の
天
丈
教
育
」
な
ご
定
、
色
々
な
題
で
、
色
々
な

人
々
に
講
話
下
し
六
り
、
又
、
雑
誌
や
新
聞
に
獲
表

し
六
り
し
ま
し
穴
が
、
「
同
好
會
」
の
こ
霊
に
つ
い
て

も
重
れ
一
色
ん
な
紹
介
存
し
六
こ
ご
々
會
貝
歪
ち

に
知
っ
て
置
い
て
頂
音
六
い
定
思
び
ま
す
。

　
去
る
三
月
八
日
の
こ
ピ
で
し
六
Q
當
ハ
ー
ブ
ー
ド

大
一
二
に
．
山
有
々
唱
な
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
が
へ
私
の
所
へ
や
っ
て

來
て
、

「
私
ぱ
二
三
日
の
後
に
フ
イ
ラ
テ
ル
フ
イ
ア
か
ら
ン

シ
ン
・
ン
の
方
へ
講
演
族
行
に
出
か
け
ろ
の
で
す
が

序
で
に
日
本
の
同
好
會
の
事
な
話
し
カ
い
書
思
ひ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

す
か
ら
、
材
料
な
下
さ
い
Q
ご
く
あ
ら
ま
し
の
箇
條

々
々
か
紙
に
で
も
書
い
て
Q
」

マ
」
言
ば
れ
う
も
の
で
す
か
ら
、

「
ガ
ー
ラ
イ
」

置
ば
か
り
、
早
速
、
書
い
て
手
渡
し
六
の
が
左
の
如

き
ノ
；
ト
で
し
六
〇
同
好
會
が
来
國
で
如
何
に
紹
介

さ
れ
て
み
る
か
々
見
て
下
さ
い
。
叉
、
會
員
諸
君
亡

し
て
も
、
そ
れ
ノ
V
の
御
竪
笛
に
同
好
會
の
こ
ビ
た

話
さ
れ
る
時
の
謬
考
に
も
な
り
衷
ぜ
う
。
叉
、
創
立

後
同
好
會
へ
入
會
さ
れ
穴
人
々
に
も
、
會
の
活
動
振

リ
な
見
わ
六
す
乳
め
に
、
何
か
の
塗
考
に
な
り
ま
ぜ

う
。

　
　
ー
ー
天
目
同
好
十
一
－

　
英
評
で
留
。
延
図
9
塗
ぎ
口
。
巳
邑
司
同
響
留

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
（
天
文
定
も
だ
ち
の
會
ぜ
い
ふ
全
美
）

創
立
）
　
一
九
二
〇
年
九
月
、
山
本
古
川
其
の
他
数

　
　
氏
醗
趣
し
て
．

會
員
。
男
女
た
問
ば
す
、
叉
、
專
問
家
ぐ
」
否
定
な

　
　
問
に
ひ
、
誰
で
も
歓
迎
Q
現
在
會
員
数
に
萱

　
　
千
撒
白
、
小
學
生
徒
よ
り
退
役
老
海
員
に
至

　
　
る
あ
ら
一
9
る
年
齢
為
含
む
。

機
關
雑
誌
。
「
天
界
」
毎
月
一
回
京
都
に
て
焚
行
。

　
　
現
に
第
四
巻
を
嚢
行
申
。

事
業
。

　
講
演
Q
毎
月
、
京
都
、
岡
山
，
其
の
他
に
て
、

　
　
　
叉
、
臨
時
に
所
々
（
圭
に
支
部
所
在
地
）
で

　
　
　
開
く
り

　
講
習
會
Q
時
々
所
々
で
天
丈
及
び
其
れ
ご
騨
係

　
　
　
あ
る
理
學
か
聖
壇
ピ
し
て
開
く
。
何
か
の

　
　
　
天
丈
現
象
の
起
る
機
會
を
利
用
す
ろ
こ
亡

　
　
　
も
あ
る
Q

　
天
丈
展
賢
會
。
定
き
ノ
V
O

　
實
地
墨
察
指
導
。
普
通
に
小
望
遠
鏡
な
ご
た
用

　
　
　
ひ
て
、
天
艘
の
見
か
乳
な
教
ふ
。

　
観
測
部
。

　
　
組
織
Q
特
別
申
込
の
會
員
の
み
よ
り
成
ろ
。

　
　
襯
測
内
容
の
種
類
〇

　
　
　
　
一
、
小
望
遠
鏡
に
て
太
陽
黒
貼
の
…
槻
測

　
　
　
　
二
、
肉
眼
又
に
望
遽
鏡
に
て
愛
光
星
の

　
　
　
　
　
襯
測
。

　
　
　
　
三
、
流
星
Q

　
　
　
　
四
、
黄
道
光
Q

　
　
　
五
、
彗
星
捜
索
。

　
　
　
山
開
、
里
綱
常
な
天
丈
珊
～
象
准
見
守
る
六
め

　
　
　
　
に
、
部
員
各
自
に
割
當
て
ら
れ
六
星

　
　
　
　
座
か
濫
覗
。

　
出
販
。

　
　
　
プ
レ
テ
ン
Q
英
文
に
r
て
、
、
時
々
9

　
　
　
急
報
に
が
き
）
電
き
ん
Y
o

本
部
。
日
本
京
都
宙
京
都
大
學
天
文
毫
内
。

地
方
支
蔀
、
総
数
約
二
十
ケ
所
。
所
々
に
散
在

　
　
し
、
主
に
多
数
會
員
の
佳
屠
ぜ
か
所
及
び

　
　
特
別
な
便
宜
の
あ
る
揚
所
に
潔
く
Q

希
窒
。

　
　
同
好
會
計
響
の
嘉
月
嘉
数
ケ
所
Q
東
洋
の

　
　
　
　
所
々
に
場
所
及
び
天
氣
の
良
妊
な
揚

　
　
　
　
所
に
設
け
れ
い
。

　
　
日
本
内
地
以
外
の
遠
方
に
新
素
雪
の
加
入

　
　
　
　
な
望
む
り
但
し
重
れ
に
協
同
及
蓮
絡

　
　
　
　
観
測
の
必
要
上
。

　
　
　
　
イ
、
東
洋
の
各
所
に
。

　
　
　
　
ロ
、
来
旨
の
太
亭
洋
岸
、
妹
に
日
本

　
　
　
　
　
人
の
多
く
住
む
加
州
、
ハ
フ
ィ
等

　
　
　
　
　
の
地
方
に
Q

　
　
機
騨
雑
誌
。
國
際
的
に
天
丈
池
上
の
協
同

　
　
　
　
及
び
蓮
絡
潜
得
る
六
め
に
、
英
丈
の

　
　
　
　
維
誌
奄
獲
黒
し
旗
い
O

　
　
巡
回
丈
庫
。
日
本
語
及
び
外
國
語
の
天
丈

　
　
　
　
書
籍
な
所
有
し
潔
い
。
又
、
教
育
用

　
　
　
　
比
し
て
天
文
の
幻
燈
鑑
為
ほ
し
い
。

右
。　

　
一
九
二
四
年
三
月
八
庭

三
七
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米
國
門
ケ
ン
プ
リ
ヂ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
清

へ
通
信
）

　
　
　
　
水
澤
に
於
け
．
る
太
陽

　
　
　
　
の
元
三

　
水
澤
緯
度
親
測
所
に
ば
測
地
學
協
㌔
習
上
よ
り
借
り

折
る
古
き
六
サ
ン
チ
の
望
蓮
鏡
が
あ
っ
六
の
で
あ
ろ

が
本
年
五
月
八
日
の
水
星
経
過
か
概
捌
す
ろ
爲
に
之

に
太
陽
投
影
器
た
付
け
又
自
分
の
所
有
に
か
」
る
十

サ
ン
チ
及
五
サ
ン
チ
の
望
遠
鋭
も
取
り
よ
ぜ
て
濫
當

の
据
付
な
な
－
太
陽
混
乱
益
為
も
作
っ
て
水
星
経
過

の
日
ヶ
待
つ
．
て
居
つ
六
、
不
幸
に
も
此
日
ば
日
本
全

島
曇
天
又
雨
天
で
あ
っ
て
臥
所
に
在
っ
て
も
其
朝
短

時
間
の
問
雲
潜
透
し
て
水
星
を
見
雲
に
ビ
ご
ま
q
別

に
有
盤
な
る
観
測
匡
出
來
な
か
つ
れ
。
之
か
槻
會
こ

し
て
其
所
に
て
は
太
陽
の
観
測
な
始
め
訳
。
襯
測
ぱ

千
葉
叔
手
が
毎
日
五
サ
ン
チ
叉
は
六
サ
ン
チ
た
以
て

計
算
の
絵
暇
た
利
用
し
て
襯
煩
し
て
く
れ
る
こ
ミ
・

な
り
自
分
も
時
々
十
サ
ン
チ
で
齪
測
す
《
＝
・
亡
に
し

て
居
ろ
。
千
笹
濯
君
ば
天
氣
の
良
・
き
日
ほ
な
ろ
べ
く
正

午
頃
に
一
圏
槻
測
し
雲
の
多
き
日
は
太
陽
の
見
え
し

時
に
絡
て
槻
馴
し
圖
を
取
っ
て
居
ろ
。
初
の
間
に
自

差
た
見
る
に
困
難
で
あ
っ
六
や
・
・
で
あ
る
が
今
日
で

に
大
分
よ
く
灘
測
が
出
車
ろ
や
う
に
な
つ
ナ
℃
今
左

に
過
去
三
ケ
月
間
の
観
測
表
を
か
・
ぐ
。

　
三
月
　
観
測
日
敷
　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
U

　
　
　
　
歯
黒
馳
面
白
紋
の
見
え
し
日
数
＋
六
日

　
　
　
　
曇
天
又
雨
天
に
て
無
灘
測
　
　
　
入
日

　
　
　
　
寡
故
の
爲
無
論
測
　
　
　
　
　
　
一
日

　
⊥
翻
転
　
臨
榊
測
日
一
且
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
日

　
　
　
　
内
黒
貼
叉
白
映
の
見
え
し
日
数
十
八
日

　
　
　
　
曇
天
又
雨
天
に
て
無
観
測
　
　
十
一
日

　
　
　
　
事
故
の
爲
無
観
測
　
　
　
　
　
　
一
日

　
七
月
魏
測
日
藪
　
　
　
　
　
　
二
十
八
日

　
　
　
　
内
黒
黒
叉
臼
紋
の
見
へ
し
日
耐
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
嘱
日

　
　
　
　
曇
天
叉
雨
天
に
て
無
観
測
　
　
　
三
日

　
此
の
通
信
に
一
言
附
加
し
度
ば
近
頃
太
陽
観
測
者

も
大
分
串
來
六
よ
う
で
あ
る
か
ら
其
槻
並
々
毎
月
天

界
に
書
表
し
て
戴
き
表
い
の
で
あ
る
其
の
方
法
ミ
し

て
は

　
一
　
毎
月
十
日
迄
に
前
月
分
の
観
測
々
ま
ミ
め
て

　
　
　
同
好
會
に
著
ろ
事
〇

　
二
　
同
好
倉
で
は
夫
等
為
一
つ
に
ま
ピ
め
て
竪
月

　
　
　
の
天
界
に
聚
表
す
る
、
ξ
」
o

マ
」
し
て
に
如
何
で
あ
ら
う
か
O
爾
同
好
會
で
佳
今
泡

の
如
く
プ
レ
チ
ン
に
獲
衰
す
れ
ば
一
暦
よ
吾
こ
一
ご
㌧

思
ば
れ
る
Q
太
陽
の
細
雨
に
隈
ら
す
度
吃
星
の
槻
測

の
如
き
も
之
を
ハ
ー
ゾ
ー
ド
へ
逡
リ
ボ
ピ
ユ
ラ
ー
ア

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
に
出
す
三
器
ふ
の
み
で
な
く
之
た
天

界
叉
、
臣
プ
ル
チ
ン
に
臆
す
こ
ε
、
す
れ
ば
天
交
趣
味

の
開
獲
た
助
σ
ろ
上
一
．
於
て
一
計
の
効
果
の
あ
ろ
こ

ぜ
・
思
に
れ
ろ
。
八
月
八
日
　
　
　
　
山
崎
正
光

　
　
　
　
廿
里
　
よ
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
一
　
清

　
今
、
デ
ン
マ
ー
ク
國
で
グ
ド
ロ
ン
・
ツ
ヤ
ス
下
ラ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
エ
ッ
ト

（
Ω
a
毎
ロ
冒
。
・
g
口
）
嬢
に
有
名
な
黒
自
署
の
書
家
で

あ
り
ま
す
O
同
氏
ば
数
年
以
來
ロ
シ
ド
ン
や
来
國
諸

所
で
も
大
に
好
評
為
受
け
ま
し
糞
Q
近
頃
、
デ
ン
マ

ー
ル
の
コ
ル
ソ
エ
ル
（
閑
。
屋
酵
）
電
い
ふ
町
の
「
學
校

に
寄
贈
し
乳
癌
枚
の
珍
ら
し
い
大
幅
の
欝
の
中
に
、

三
入

こ
㌧
に
福
げ
ろ
や
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
曲
の
圖

匡
、
「
フ
レ
デ
リ
ソ
キ
ニ
世
天
文
家
テ
b
ヨ
・
プ
ラ
」

へ
た
訪
問
す
」
ε
い
ふ
題
で
、
即
ち
、
歴
史
的
に
言

へ
ば
一
五
二
〇
年
十
一
月
七
n
ロ
に
王
が
旧
凹
國
ゴ
ー
ン

島
に
あ
る
此
の
有
名
な
天
丈
家
の
天
文
叢
た
．
訪
れ
力

事
た
諾
い
カ
も
の
で
あ
凹
ま
す
（
｝
九
二
四
．
七
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
。
米
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
㍉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
セ
ヲ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
天
．
丈
豪

プレデリツキニ世天丈愚者
　　　　テヒョ・プラーへ為r訪ふ

に
て
）

火
星
近
況

　
今
號
に

て
中
止
十

二
月
頃
ま

亡
め
て
獲

表
の
豫
定

　
六
吋
孚

反
射
鏡
使

用
後
好
成

績
の
爲
め

殆
ん
ご
七

吋
な
使
用

ぜ
す
。
大

接
近
の
襯

測
に
て
一

九
〇
九
年
ア
ン
ト
ニ
ア
ヂ
氏
の
槻
測
の
大
部
分
な
承

認
す
る
結
果
定
な
れ
り
。
総
て
に
あ
ら
す
し
て
ピ
ケ

リ
ン
グ
氏
の
所
観
准
も
混
ず
。
或
一
部
の
細
き
ク
モ

糸
の
如
吾
、
揮
陣
河
が
’
爆
薬
…
の
爲
μ
め
の
イ
リ
ユ
ー
ツ
オ
ン

な
る
事
も
認
め
索
り
O
何
等
薪
し
き
事
件
な
し
O
部

分
的
に
に
異
常
の
脇
目
も
あ
り
、
入
丹
二
十
二
、
二
十



373

三
日
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
蓮
河
甚
だ
鮮
明
、
三
豊
に
て
も
認

め
ら
れ
、
全
然
素
人
に
美
し
て
も
此
れ
た
示
す
事
を

落
零
リ
〇
十
数
名
此
れ
な
認
む
。

　
拝
啓
　
毎
日
「
照
り
で
や
り
き
れ
ま
ぜ
ん
ね
。
田

會
で
匡
何
＋
議
了
の
撃
魁
だ
そ
う
で
す
。
百
姓
連
ほ

毎
日
水
争
ひ
ぜ
雨
乞
ひ
ぜ
で
騒
い
で
居
る
ピ
い
ふ
事

で
す
が
吾
々
星
好
み
の
者
に
に
毎
夜
の
空
匡
結
構
寒

事
で
す
ね
。
…
一
…
・
．
・
…

時
に
去
ろ
＋
五
日
の
月
蝕
の
爲
順
々
撮
影
致
し
ま

し
六
の
で
御
門
り
致
し
ま
す
左
に
撮
影
時
刻
た
記
し

て
お
き
ま
す
。

　
1
、
蝕
の
約
一
時
間
前
2
、
午
前
三
時
四
十
分
．
。

三
時
四
十
二
分
4
三
時
四
十
入
分
6
四
時
○
分
7
四

時
一
分
8
、
四
時
十
二
分
皆
目
後
西
山
に
入
っ
て
し

ま
ひ
ま
し
れ
。
夜
明
前
、
金
星
の
見
取
圖
々
害
い
て

見
ま
し
れ
〇
三
吋
で
好
く
模
様
が
見
え
て
居
り
ま
し

六
〇

森
下
氏
ミ
愛
用
の
オ
ソ
ト
エ
ー
三
吋
赤
道
儀

9

【耀【「㌦
e

、ぐ

i

月
蝕
窩
黒

糖酬ll塗
5　　　　6　　　　7

翻《辮鰍：醐
4321

　
　
入
月
十
九
日

　
　
　
紳
戸
森
下
助
次
郎

　
篇
眞
ほ
四
吋
牛
エ
リ
ソ
ン
反

射
鏡
に
て
．
フ
イ
ル
ム
使
用
o

○
岡
山
支
部
八
月
蓮
信

一
、
天
丈
及
び
氣
象
に
つ
い
て

三
日
か
ら
九
日
ま
で
、
金
光
教

徒
新
聞
肚
主
催
の
「
少
年
團
に

書
す
る
講
座
」
に
、
水
野
幹
事

に
三
日
間
出
席
し
、
前
記
題
目

で
講
話
た
な
し
、
夜
ば
明
地
観

測
蘇
に
五
日
の
夜
に
幻
燈
に
よ

っ
て
天
燈
及
び
氣
象
現
象
に
つ

い
て
凱
明
し
索
。

二
、
天
界
研
究
會
、
九
日
午
後

七
時
か
ら
水
野
幹
事
宅
で
開
催

し
六
〇

三
、
家
庭
宣
傳
、
八
日
匡
戸
部

丈
猛
士
宅
、
十
九
日
に
上
林
氏

宅
で
。

四
、
三
吋
望
蓮
鏡
の
活
動
、
守

屋
駝
美
雄
氏
寄
贈
の
三
吋
望
遠

鏡
が
二
十
三
日
に
到
着
し
雲
の

で
、
左
記
の
諸
勃
々
同
望
蓮
錠

中
中
心
ピ
し
て
催
し
雲
0

　
1
、
火
星
観
測
會
、
ご
十
三

日
目
支
部
，
ご
十
七
、
八
日
に

東
山
、
二
十
九
日
に
佐
藤
闘
西

　
中
學
校
長
宅
　
、
三
＋
日
も
支
部
0

2
、
日
蝕
襯
測
、
三
十
日
支
部
で
Q

3
、
太
陽
の
観
測
、
三
↑
一
日
大
黒
黙
群
や
数
多

　
の
黒
鮎
が
現
れ
六
の
で
、
浦
上
師
範
教
論
…
宅
蘭
…

　
で
観
測
、
一
般
の
人
々
に
随
意
槻
望
ゼ
し
め
六

4
、
守
屋
氏
に
感
謝
す
。
火
星
大
接
近
の
二
十

　
三
E
に
寄
贈
下
さ
つ
糞
望
蓮
鏡
に
よ
っ
て
、
旬

　
日
な
ら
ざ
う
に
、
．
数
百
人
に
火
星
、
木
星
、
土

　
屋
太
陽
黒
鮎
等
々
観
望
ぜ
し
め
、
斯
學
普
及
の

　
　
一
助
ピ
な
つ
六
が
、
日
な
重
ね
る
に
從
ひ
、
数

　
千
数
萬
の
人
々
に
旧
地
に
喜
々
観
測
ぜ
し
め
る

　
　
こ
ミ
が
如
何
に
科
學
智
識
々
養
成
す
る
上
に
大

　
な
う
か
々
思
へ
げ
n
、
大
に
↑
同
氏
に
感
　
謝
ぜ
ざ
る

　
撫
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
O
美
作
支
部
八
月
通
信

一
、
講
演
　
會
員
村
次
剛
氏
に
八
月
六
日
夜
津
山
幼

　
　
　
稚
園
に
於
て
附
近
青
年
の
れ
め
「
入
月
の

　
　
　
天
」
に
つ
告
て
講
演
9

　
　
　
同
氏
は
翌
七
日
林
間
學
校
（
並
判
夏
季
大

　
　
　
學
）
に
獲
て
少
年
少
女
の
れ
め
「
七
夕
の

　
　
　
話
」
の
題
目
の
下
に
講
話
。

　
　
　
會
員
山
本
孝
二
耶
氏
匡
入
月
二
十
九
日
同

　
　
　
　
町
西
新
町
子
供
會
に
招
か
れ
「
火
星
一
に
つ

　
　
　
　
き
講
話
。
引
つ
づ
き
森
本
望
蓮
鏡
に
て
火

　
　
　
　
星
潜
函
望
さ
ゼ
ら
れ
索
。

二
、
鶴
瀬
清
息

　
　
　
　
山
本
孝
二
耶
は
一
日
よ
り
二
十
三
日
ま
で

　
　
　
　
和
歌
山
縣
有
田
郡
に
滞
在
。
ご
十
四
日
京

　
　
　
　
都
響
丈
聾
の
火
星
親
測
會
に
赴
き
し
も
雨

　
　
　
　
の
れ
め
観
測
不
能
。
二
十
六
日
晦
津
さ
る

　
　
　
　
　
　
三
九


